
　小学６年生と中学３年生を対象に４月22日、「全国学力・学

習状況調査」が実施されました。この調査は、調査結果を学習

指導や学習環境の改善などに役立てていくことを目的として

います。市教育委員会では、結果の分析を、今後の教育施策や

各学校での教育活動の充実に生かしていきます。

＊この調査結果は、学力の全てを表すものではありません

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）５０９９

Ａ=主として
「知識」に関する問題

Ｂ＝主として
「活用」に関する問題

▽身につけておかなければ、後の
学年などの学習内容に影響があ
る内容
▽実生活の中で不可欠で、常に活
用できることが望ましい知識や
技能など

▽知識や技能などを、実生活のさ
　まざまな場面に活用する力など
　に関わる内容
▽さまざまな課題解決のための構
　想を立て、実践し、評価や改善
　する力などに関わる内容

小学校国語・算数、中学校国語・数学

国語、算数･数学の県平均との差

平成23年度（小６）・平成26年度（中３）
同一児童生徒の経年比較
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【小学校】
　国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂの全てで、県と全国平均を上回っています。

【中学校】
　国語Ａ、数学Ａ・Ｂで、県と全国平均を上回っています。国語Ｂは、県平均を上
回っていますが、全国平均を下回っています。

【経年比較】
　平成23年度の小学６年生と平成26年度の中学３年生（同一児童生徒）を経
年比較してみると、全ての教科で伸びが見られます。特に、数学Ｂでは２％、本
年度全国平均をやや下回った国語Ｂでも、1.5％の伸びが見られます。
　小中一貫教育の取り組みを通して、子どもたちの学習規律・学習態度が向上
したことや、家庭学習の習慣が身についてきたことなどが、この結果につな
がっています。
　学力・学習状況調査では、学力だけでなく、「児童生徒質問紙」で、生活習慣の
定着状況や自尊意識、規範意識、学習意欲、家庭での学習状況などについても
調査しています。その結果を分析すると、基本的な生活習慣や学習習慣と学力
には大きな関わりがあることが分かります。

平成23年度（小6）

平成26年度（中3）

全国学力・学習状況調査  市立小・中学校の結果
平成26年度 

市・県・全国での平均正答率の比較
Ａ＝主として「知識」に関する問題　　Ｂ＝主として「活用」に関する問題

児童生徒の学習・生活習慣と学校の平均正答率との関係
　普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、
インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）
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【児童生徒質問紙】
　次のような児童生徒は、教科の平均正答率が高い傾
向が見られます。
▼自分で計画を立てて勉強をする
▼学校の宿題、授業の予習・復習をする
▼読書が好き、読書時間が長い、学校や地域の図書館
　に行く頻度が多い
▼新聞を読んでいる
▼地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある
▼学校の授業時間以外での学習時間が長い
▼朝食を毎日食べる
▼毎日、同じぐらいの時刻に寝る
▼家の人と学校での出来事について話をするなど
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小学生も中学生も、携帯電話やスマートフォンで通話や
メール、インターネット、テレビゲームをしている時間が
短いほど、学力が高い傾向が見られます。
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